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1. 緒言 
近年、熱伝導性高分子材料についての注目度

が高まっている。電子機器の発達に伴い、発生

する熱量が増大している一方、機器自体は小さ

くなり放熱性の問題がクローズアップされてい

る。そのため、様々な熱伝導性高分子材料が開

発され利用されている 1)。 
高分子の熱伝導率は金属やセラミックに比べ

一般的に非常に低いことが知られている。その

ため高熱伝導性フィラーを複合することによっ

て、高分子材料を高熱伝導化することが行われ

ている 1)。 
	 窒化ホウ素（boron nitride, BN）は、高分子材
料と高充填でブレンドすることにより、熱伝導

率の向上が期待される。過去に、ポリエチレン

（PE）と窒化ホウ素（BN）をブレンドした系で、
熱伝導率の向上が報告されている 3)。 
	 本研究では、熱伝導性発泡体という新規材料

についての検討を行う。通常 CPUの冷却装置に
は熱伝導率の高い金属が使用されており、その

金属に熱伝導性発泡体が取って代わることによ

り、安価かつ軽量でさらに緩衝材としての役割

を果たす材料を得ることができる。しかし、フ

ィラーを高充填で高分子材料にブレンドした系

での発泡成形性について未だよく知られていな

いため、導入として高充填 PPの発泡成形性、レ
オロジー挙動の関係についてのメカニズムの解

明に務めた。 
 
2. 実験 
2-1. サンプル 
	 冷却材料として使用するため、汎用プラスチ

ックの中で最も耐熱性があるポリプロピレン

（PP）を使用した。 
PP（E200GP(MFR=2g/10min、プライムポリマ
ー製)、MFX3(MFR=3g/10min、日本ポリプロ製)、
EX4000(MFR=6g/10min、日本ポリプロ製)）と BN
（平均粒度 3.0µm、密度 2.1g/cm3、MARUKA製）
を用いた。PPと BN（20、30、40wt%）(9.5、14、
19vol%)を 2 軸押出機で温度 200℃、回転数
100rpmで 10分間混練した。発泡用サンプルはプ
レス成形機にて直径 20mm、暑さ 1mmのディス
ク状に作成した。 
 
2-2. 発泡実験 
	 発泡実験はオートクレーブを用いた。発泡温

度は 130℃〜152℃、CO2発泡は圧力 15MPaで 3
時間含浸させた後、急減圧することにより発泡

体を作成した。得られた発泡体は凍結破断し、

断面を走査型電子顕微鏡（SEM）で観察した。
気泡径、気泡数密度は SEM 画像より測定した。

発泡倍率は発泡前後の比重差により算出した後、

PPの体積分率を考慮し算出した。 
 
3. 実験結果および考察 
	 Fig.1 に一軸伸長粘度測定結果を示す。図中の
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Fig.1 Uniaxial elongational viscosity of PP at 170  
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Fig.2 SEM images of foams for (a)E200GP at 150
(b)MFX3 at 145  (c)EX4000 at 152  
(d)MFX3/BN40wt% at 145 and 
(e)EX4000/BN40wt% at 152  with CO2 
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